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米国産ラズベリーの取扱いについて

標記については、平成21年5月18日付け食安輸発第0518001号により、国内におけ

る自主検査の結果、米国産冷凍ラズベリーから基準値（0.01 ）を超えるビフェppm

ナゼートが検出された事例を踏まえ、残留農薬に係るモニタリング検査を強化した

ところです。

今般、検疫所のモニタリング検査において、米国産生鮮ラズベリーから基準値を

超えるビフェナゼートが検出されたことから、下記のとおり検査強化を行うことと

したので、御了知の上、対応方よろしくお願いします。

なお、当該食品の残留農薬に係るモニタリング検査については、引き続き平成21

年5月18日付け食安輸発第0518001号に基づき実施されるようお願いします。

記

において包装又は輸出された米国産ラズベリーにつBAY FRESH CORPORATION

いては、輸入の都度、貨物を保留の上、輸入者に対しビフェナゼートに係る自主検

査を実施するよう指導すること。

（参考）

１ 品 名：生鮮ラズベリー

２ 生 産 国：米国

BAY FRESH CORPORATION３ 輸出者／包装者：

４ 検査結果：ビフェナゼート 0.03 （基準値：0.01 ）ppm ppm

５ 検 疫 所：関西空港検疫所（届出受付番号：第63006515961号2欄）

６ 輸 入 者：パシフィックリム 株式会社


